
藤

本

F民

太

水
品
相
の
新
種
育
成
脇
村
に
吉
榊
績
に
就
き
て

一
夫

水
稲
の
新
種
育
成
特
に
士
口
一
脚
種
に
就
き
て

緒

太
古
に
野
生
せ
し
稽
が
今
日
の
稲
ご
な
る
迄
に
は
大
な
る
進
歩
を
な
し
た
こ
さ
は
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
過
去
四
拾
年

聞
の
稲
作
は
急
速
な
る
進
歩
を
な
し
、
其
産
額
に
於
て
も
殆
ん
ざ
倍
量
に
遣
し
て
ゐ
る
o
之
は
一
つ
は
其
耕
地
面
積
の

約
二
ニ
併
贋
張
せ
ら
れ
た
る
乙
ご
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
段
嘗
欣
量
の
六

O
併
以
上
に
増
加
し
た
る
こ
さ
に
起
因

す
る
の
で
あ
る
。

段
嘗
枇
量
の
増
加
は
蓮
年
栽
培
せ
し
経
験
よ
b
、
耕
劫
、
肥
培
等
に
つ
き
で
充
分
に
研
究
し
其
常
策
を
取
る
に
至
っ

た
乙
ご
が
主
な
る
原
因
で
あ
る
が
一
面
品
種
改
良
に
よ
b
て
優
良
品
種
が
育
成
さ
れ
農
家
は
奉
っ
て
之
を
栽
培
す
る
ニ

ご
に
努
め
た
ご
言
ふ
こ
ご
も
亦
カ
あ
り
ご
言
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
品
種
改
良
は
農
林
省
農
事
試
験
場
を
始
め
、
各
府

耐
腕
農
事
試
験
場
に
で
盛
ん
に
行
は
れ
績
々
新
品
種
が
育
成
さ
れ
今
日
で
は
水
稲
の
品
種
は
殆
ん
ぜ
千
僚
に
達
し
て
ゐ
る

が
末
だ
理
想
ご
す
る
に
足
る
ぺ
き
良
種
は
認
め
ら
れ
な
い
。
然
る
に
岡
山
際
商
部
地
方
は
於
て
近
来
新
種
吉
備
紳
カ
極



な
る
も
の
非
常
な
る
賞
讃
を
博
し
、
農
家
は
竿
ぱ
流
行
的
に
之
を
栽
培
す
る
に
到
っ
た
c

吉
備
紳
カ
ご
は
郎
も
設
に
予
の
通
一
へ
ん
ご
す
る
大
原
吉
紳
積
の
之
さ
で
あ
る
が
何
故
吉
備
紳
カ
さ
停
へ
も
る
〉
に
到

つ
花
か
の
問
題
は
措
〈
さ
し
て
農
家
の
此
品
種
に
劃
す
る
充
分
な
理
解
を
求
む
る
ご
同
時
に
誇
大
的
に
宣
侍
き
る
之
さ

を
ば
防
「
意
味
に
於
て
左
江
大
原
吉
紳
種
の
特
性
民
就
き
て
の
概
略
を
遁
ぺ
て
見
ゃ
う
。

-一
大
原
吉
神
穏
育
成
の
目
的
さ
育
成
の
方
法

大
原
農
業
研
究
所
種
事
研
究
室
に
於
て
は
大
正
三
年
以
来
高
等
育
積
法
に
よ
ち
稲
の
品
樟
改
良
を
行
っ
て
ゐ
る
。
高

等
育
積
法
に
就
き
て
は
既
に
近
藤
博
士
が
農
事
講
演
集
第
四
容
に
作
物
育
積
汎
論
芭
し
て
委
取
逃
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら

設
に
説
明
の
必
要
は
な
い
誇
で
は
あ
る
が
吉
紳
稲
育
成
の
順
序
を
如
る
錦
其
大
要
を
述
ぶ
れ
ば
左
の
如
〈
で
あ
る
。

第
一
年
目
の
作
業
、
在
来
碩
よ
A
Y
母
本
の
選
出

第
二
年
目
の
作
業
、
系
統
特
性
調
査

第
三
年
目
の
作
業
、
第
一
回
生
産
力
調
査
、
及
系
統
特
性
調
査

第
四
年
目
及
其
後
の
作
業
、
第
二
回
生
産
力
調
査
、
第

一
回
生
産
力
調
査
及
系
統
特
性
調
査
、
採
穂
等
を
繰
返
す

等
の
作
業
に
し
て
第
一
年
目
は
庄
来
栂
よ
b
騒
々
異
れ
る
特
性
を
有
す
る
母
本
を
選
出
し
て
左
の
項
目
に
よ
り
母
本

の
特
性
調
査
を
行
ふ
。

ホ
お
の
新
種
育
成
脇
村
に
世
田
紳
穏
仁
就
き
て

一ムハ



葉
数
、
穂
の
構
造
の
良
否
、
穀
重
、
総
重
に
劃
す
る
穀
重
の
割
合
、
粒
着
の
粗
密
、
籾
米
千
粒
の
重
量
‘

稗
長
、
穂
軸
の
長
さ
等
で
あ
る
。

一
穂
の
敷
敷
、

水
稲
の
新
種
育
成
特
に
吉
帥
種
に
貌
き
て

一
六
回

量
、
総
重
に
脅
す
る
穀
重
の
割
合
、
粒
着
の
粗
密
、
籾
米
千
粒
の
重
量
‘

百
セ
ン
チ
メ

1
ト

Y
の
重
量
、
芭
の
長
さ
、
穂
軸
の
長
さ
、

穂
揃
の
良
否
、
分
藁
致
、
後
れ
穂
の
載
、
穂
の
構
誌
の
良
否
、
芭
の
有
無
、

一
一
株
の
総
重
量
、
穀
重
、
棄
の
重

一
穂
の
粒
敷
、
節
聞
の
数
、
稗
長
、
稗

一
一
抹
の
総
粒
敷
、
秤
先
、
秤

E
.
護
頴
の
色
、
秤
毛

の
多
少
、
籾
米
代
劃
す
る
玄
米
重
量
の
割
合
、
玄
米
千
粧
の
重
量
、
玄
米
の
大
い
き
、
玄
米
の
形
態
、
米
質
等
、

母
本
を
選
出
す
る
に
嘗
b
て
は
以
上
の
諸
項
目
に
優
れ
た
る
も
の
に
着
目
す
J

べ
き
で
は
あ
る
が
特
比
重
要
な
る
は
分

嚢
に
託
藤
博
士
は
母
本
の
特
性
さ
攻
代
植
物
の
歎
量
的
特
性
の
聞
に
於
け
る
相
関
々
係
に
就
き
て
稜
表
せ
ら
れ
、
母

本
選
出
土
重
要
な
る
目
標
を
定
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
母
本
の
特
性
ご
次
代
植
物
の
数
量
的
特
性
の
聞
に
正
的
相

一
穂
に
於
け
る
粒
致
、
穂
軸
の
長
さ
、
粒
着
組
密
、
籾
米
及
玄
米
千
粒
の
重
量
等
の
穂
に
於

閥
々
係
を
示
す
も
の
は
、

げ
る
特
性
、
及
蒋
長
で
あ
っ
て
従
来
母
本
撰
揮
上
重
要
項
目
に
置
い
た
、
株
の
線
重
量
鰻
重
に
劃
す
る
穀
重
の
割
合
、

籾
棺
歩
合
等
の
特
性
の
聞
に
は
一
定
の
相
関
々
係
を
認
め
な
い
ご
。
故
に
予
等
は
育
種
に
携
る
に
嘗
り
此
の
研
究
按
表

以
後
は
特
別
に
穂
に
於
げ
る
特
性
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
年
目
の
作
業
は
初
年
に
選
出
せ
し
母
本
を
一
株
毎
に
苗
代
に
播
純
し
、
本
固
に

一
本
植
ご
な
し
一
系
統
に
つ
き

二
百
万
至
三
百
株
を
繁
殖
し
て
母
本
の
特
性
調
査
を
行
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
成
育
中
は
出
穂
始
、
穂
揃
期
、
穂
生
成



の
良
否
、
病
盆
害
及
風
害
の
有
無
、
完
熟
期
、
其
他
系
統
特
別
の
事
項
に
つ
き
調
査
記
載
し
、
完
熟
後
は
立
毛
審
査
を

行
以
之
に
合
格
し
た
る
も
の
を
一
株
毎
に
堀
b
取
b
稲
架
に
か
け
て
乾
燥
し
葉
後
系
統
毎
に
金
植
物
に
つ
き
て
株
揃
、

穂
揃
、
科
の
強
弱
等
を
調
査
す
る
ご
同
時
に
優
良
な
る
株
を
三
株
乃
至
四
株
残
し
て
翌
年
の
母
本
ご
し
残
像
の
も
の
に

っ
き
て
精
密
に
、
百
株
の
稗
重
及
毅
重
、
稗
百
本
の
蒋
重
及
穀
童
、
分
業
数
の
予
1
ド
及
平
均
、
稗
載
、
稗
長
、
総
重

に
脅
す
る
籾
米
の
割
合
、
籾
米
千
粒
の
重
量
、
籾
摺
歩
合
、
玄
米
千
粒
重
量
、
玄
米
容
積
重
、
粒
の
大
小
、
粒
形
の
整

否
、
色
揮
、
米
質
、
品
質
に
就
き
て
調
査
し
業
優
劣
を
決
し
、
特
に
優
良
さ
認
め
ら
れ
た
る
系
統
は
翌
年
度
比
第
一
回

目
の
生
産
力
調
査
を
行
ふ
。

第
三
年
目
の
作
業
は
前
年
度
に
系
統
特
性
調
査
に
於
て
優
良
ご
認
め
も
れ
た
る
系
統
を
ば
生
産
カ
調
査
を
行
ふ
錦
、

各
系
統
毎
に
十
五
坪
位
宛
繁
殖
す
る
さ
同
時
に
其
系
統
よ
b
選
出
せ
る
母
本
の
特
性
調
査
を
行
ふ
。
系
統
特
性
調
査
を

行
ふ
乙
芭
第
二
年
目
の
作
業
の
如
し
で
あ
る
。

生
産
力
調
査
は
概
し
て
普
通
栽
培
注
に
準
令
る
潟
生
育
中
は
、
出
穂
の
始
終
期
、
完
熟
期
、
病
最
寄
及
風
害
の
有
無

等
の
調
査
を
な
し
牧
穫
後
は
、
藁
の
重
量
、
籾
米
の
重
量
、
籾
米
の
容
量
、
玄
米
の
容
量
、
玄
米
の
容
量
等
の
調
査
を

行
以
標
準
匿
の
牧
量
に
脅
す
る
比
較
を
求
む
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
第
一
回
生
産
力
調
査
に
於
て
優
良
ご
認
め
た
る
系

統
は
翌
年
度
更
に
第
二
回
生
産
カ
調
査
を
行
ふ
。
系
統
特
性
調
査
固
に

τ行
ふ
ぺ
き
作
業
及
事
項
は
第
二
年
目
の
如
し
。

第
四
年
目
の
作
業
は
第
三
年
目
に
於
て
第
一
回
生
産
カ
の
調
査
を
行
び
優
良
之
認
め
た
る
系
統
を
ば
更
に
第
二
回
生

水
稲
の
新
寝
育
成
脇
村
に
音
締
種
に
就
き
て

一
大
五



水
稲
の
部
胡
輔
問
育
成
脇
村
に
台
品
脚
噛
帽
に
就
き
て

-
一
ム
ハ
ト
占
ハ

長
力
調
査
固
に
繁
殖
す
。
第
二
回
生
産
力
調
査
田
に
で
調
査
す
ぺ
き
項
目
及
作
業
は
第
一
回
生
産
力
調
査
に
於
け
る
も

の
さ
同
じ
な
れ

d
T
-

稲
葉
面
積
を
ば
漉
張
じ

τ
一
匝
の
面
積
を
二
十
坪
乃
至
一
畝
ご
な
す
其
他
第
一
回
生
産
力
調
査
を
行

ム
こ
ご
系
統
特
特
調
査
を
行
ふ
こ
さ
等
総
て
前
年
度
に
同
じ
。
第
四
年
目
以
後
に
は
同
作
業
を
繰
b
返
す
の
で
ゐ
る
が

第
二
間
生
産
カ
調
査
に
優
良
芭
認
め
た
る
系
統
は
採
精
田
氏
栽
培
し
其
稲
子
を
ば
農
家
に
配
布
す
る
の
で
あ
る
。

視
で
如
上
育
開
の
方
法
を
繰
b
返
し
て
大
正
七
年
に
は
純
系
純
ご
認
め
ら
れ
て
し
も
の
数
種
を
選
出
し
た
。

A
1
猶
農

界
に
獄
迎
せ
ら
る
大
原
紳
力
四
競
、
大
原
吉
備
穂
一
境
、
及
大
原
日
の
出
港
一
強
等
は
其
一
稀
で
あ
る
。

斯
様
に
じ
て
選
出
せ
ら
れ
た
る
大
原
紳
カ
、
大
原
吉
備
穂
等
は
純
系
種
に
し
て
在
来
の
神
力
、
及
吉
備
穂
に
比
し
米

質
、
牧
最
等
其
他
優
れ
た
る
勤
多
し
。
予
は
之
等
の
品
縄
を
ば
優
良
縄
ご
し
て
推
奨
す
る
と
さ
に
欝
踏
し
な
い
の
で
ゐ

る
が
而
し
決
し
て
紳
力
及
吉
備
穂
の
本
質
を
脱
し
た
の
で
は
な
い
。
故
に
其
系
統
に
紳
力
は
紳
力
、
吉
備
穂
は
吉
備
穂

ま
し
て
の
短
所
を
有
す
る
乙
ご
は
止
む
ご
得
な
い
乙
ご
で
ゐ
る
。
紳
力
、
及
吉
備
穂
の
長
短
如
何
に
就
き
で
は
設
に
喋

々
を
要
す
る
迄
も
な
(
肢
は
吾
人
は
了
知
の
事
で
あ
る
。

紳
カ
に
し

τ今
少
し
ぐ
大
枝
に
で
米
質
良
〈
且
つ
病
轟
害
代
劇
到
す
る
抵
抗
力
強
き
も
の
を
、
吉
備
穂
に
し

t
今
少
し

(
短
稗
に
て
倒
伏
の
虞
な
(
牧
量
の
多
き
も
の
を
ご
は
吾
人
の
膏
し
(
抱
(
理
想
で
あ
る
。
予
等
は
英
理
想
を
目
標
に

大
正
七
年
大
原
吉
備
穂
一
競
穂
に
大
原
神
力
四
競
穏
を
交
配
し
其
後
前
週
高
等
育
種
誌
に
よ
b
連
年
選
樟
育
成
を
績
け

始
め
て
固
定
せ
る
新
品
種
を
得
た
。
是
却
も
大
原
吉
紳
種
で
あ
る
。



一一一
吉
紳
種
の
母
本
の
特
性

設
に
言
を
改
U
る
迄
も
な
(
大
原
吉
紳
種
は
大
原
吉
備
穂
比
大
原
紳
カ
を
交
配
し
て
得
た
る
新
品
穏
な
れ
ば
爾
親
の

特
性
の
部
分
的
結
合
停
で
或
部
分
の
特
性
は
吉
備
穂
に
近
か
〈
叉
或
部
の
特
性
は
紳
カ
民
主
か
い
が
慨
し
て
爾
椅
の
中

間
に
あ
り
ま
認
め
ら
る
。
而
し
て
今
日
配
布
を
な
し
っ
、
あ
る
大
原
吉
紳
積
に
は
三
稀
ゐ
b
て
夫
々
大
原
吉
紳
一
一
読
(
原

名
古

x
紳
回
¥抽¥
ω
¥
ω
)

大
原
吉
紳
二
競
(
原
名
古

x
紳
出
¥
ω
¥嗣
¥
ω
)
大
原
吉
紳
三
競
(
原
名
古
x
紳
々
と
ω
¥
ω
)
ご
命
名
し

て
ゐ
る
。
此
の
三
種
の
聞
に
も
亦
大
同
小
異
で
は
あ
る
が
個
々
の
特
性
を
有
し
て
ゐ
る
。

A
1
試
み
に
前
遁
高
等
育
相
法
に
於
け
る
第
一
年
目
の
作
業
に
相
官
す
る
系
統
特
性
調
査
の
母
本
の
特
性
を
以
っ
て
大

原
吉
紳
三
積
並
び
に
雨
親
ご
言
ふ
寸
き
大
原
榊
カ
及
大
原
吉
備
穂
の
特
性
を
比
較
す
れ
ば
第
一
表
の
如
し
で
あ
る
。

水
稲
の
新
縄
育
成
特
に
音
曲
押
輔
副
に
就
き
て

二
ハ
七
'



後~Q 韓EBZ事1:1遺言主ピ事n;主~ピ4露軍， ν 1ì~< 

第 一 表母 本特性の 比較

L大正十四年産母本に就きて)

系
穂 分 穏 宅? ま忠 穀 線l殺 手早 粒 親一節符・百穂草~Ilき

重重
米 cm 叉

揃 ノ J 
粧

主主 ノ 渚 千穂問 ノ軸，、 頴宅

統
の 藁 主主 ノ =ノ ノ 粒ノ 秤ノノ枠

良
構 有 宜l !t~制 重

事且
ノ粒ノ ノ長先

λ ~ 1 ~ I I I js ノ

名
否 ~ 詮 無 主主 盤 Fレ令 盆 雪層 主主数量t 長 1量 サ色色

(gr) Cgr) t%J 【gr) tgr) I --I ---I (em) I (gr) I (em) 

火力

..114 ，1 ~ 1 ~ 161.9 旭町凪JM但鈎畑I19J:I:原図

制E量E 30.0 48.47 31.9 4.55 鴻 主E

大 穂 i智僻|渓笹
原一

褐褐策

も‘ 中 無
2.67 120.46 淡策 淡費 友 泊坦

備自量 11.<i 47.61 31.7 486 2tl.63 !l9.52 4.3 96.08 

大神

867SIJ施

4、-】句認， 

日目:原一
E昆 良 褐

無 淡

吉量量 13.(1 65.9 3.8 官民

大層申 同同
原ニ

中
上 上 上 上 上

官銃 H. 75.3 38.S 丹.25 33.63 8胃.97 3.54 2O.Q7 
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医i三中 中無 上上上 上
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第
一
表
に
よ
れ
ば
吉
紳
種
:
:
?
白
後
大
原
吉
紳
を
ば
単
に
吉
紳
ご
呼
ぶ
;
;
:
母
本
の
諸
特
性
に
於

τ豪
も
紳
カ
及
吉

備
穂
に
遜
色
な
し
、
殊
に
升
葉
数
、
総
重
に
劃
す
る
穀
重
の
割
合
、
粒
着
の
組
密
、
籾
米
千
粒
の
重
量、

一
穂
の
粒
敷

等
に
て
は
秀
れ
た
る
数
字
を
示
し
て
ゐ
る
。
吉
紳
三
穂
中
二
競
積
は
慨
し
て
優
秀
に
て
一
披
和
及
三
披
腕
は
大
差
な
し
。

四

吉
紳
種
の
系
統
の
特
性

嚢
に
越
ぺ
た
る
高
等
育
締
法
に
於
り
る
二
年
目
及
其
の
以
後
の
作
業
で
あ
る
系
統
特
性
調
査
回
に
繁
殖
栽
培
せ
る
も

の
、
一
系
統
約
三
百
株
を
堀
b
取

b
其
特
性
を
調
査
せ
る
結
果
を
以
っ
て
、
吉
紳
三
種
並
び
に
紳
力
、
吉
備
穂
種
等
の

特
牲
を
比
較
す
れ
ば
第
二
表
の
如
し
。
(
大
正
十
四
年
度
)

章

常

(
U

庁
同
↓
E
h明
河
湾
誠
意
F
H創
刊

w
e吋
)

こ

ぎ

薬

δ

一
副
劉
当

l
l
1
1
司.叶.サ
l
到
陣
内
滋
一ま

さ

き
↑ま

η3

3

朔
探
検

日
川
汁
川
引
川

仁
一巾
1

可
一
羽

同

町
川
リ川
斗
川
川
パ
ハ
ノ一
叫・
0

神田神
一隊
。
同
盟
斗
O
N
開
業
秘

滋
M
帥

一idZ
担

r
o
に一
位
告
示
三
根

注
一

へ2
3一世
医
長
と
一
4
F
fω
ム
§
登
今
次
一
(
同
3
5
M
m防次一

(
r
h
‘

ur
当

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

酒
田

一

一

一申・町

一

一

一

一

一

一

一

審
潟

一
野
き
・
土

法
宏
、
一

H
0
・S
一

g-g
一

回

2
一

Mg-m
一

8
・2
一

自・
3
一

2
・2
一

5寄

治i

~ 

重品

神十

時

∞凶
・串。

水
稲
の
新
穏
育
成
特
に
吉
紳
穆
に
就
き
て

一
六
九
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切回ヨ
コ
ト
f
u
u

ユ

第
二
表
に
よ
れ
ば
吉
紳
種
は
其
系
統
特
性
中
、
線
重
に
劃
す
る
穀
重
の
割
合
、
籾
米
千
粒
重
量
、
籾
米
に
聾
す
る
玄

米
の
重
量
、
玄
米
の
容
積
重
、
穀
粒
の
大
小
選
別
等
は
何
れ
も
神
力
及
吉
備
穂
南
種
に
優
b
其
他
の
特
性
は
南
積
の
中

調・・園田園・・・回・・

陸。。3
0> 
α3 

司す』
川

作-r

トr吾

トャv

4白押

聞
で
あ
る
。
而
し
て
吉
紳
三
種
中
二
競
種
は
最
も
優
良
で
あ
る
。

米
質
の
良
否
は
之
を
鍛
字
的
に
示
す
と
さ
困
難
な
れ
ピ
吉
一
脚
種
は
吉
備
穂
に
劣
る
と
ご
な
し
、
殊
に
米
粒
は
稀
に
見

第
三
表
の
如
し
で
あ
る
。

る
大
型
で
あ
る
c

大
正
十
四
年
度
産
米
に
就
き
吉
神
三
種
及
紳
カ
吉
備
穂
の
米
粧
の
犬
い
き
を
測
定
せ
し
に
其
結
果
は

き悦

書

5事

対lト

"，.. 

d 

'lX 

」日

持

〉ト

詫

1
 

1
 

1
 

涛

③ 

(
片
岡
↓
E
h明
周
回
開
涛
一
い
鍔
W

A川
)

~ 

水
浴
の
新
種
育
成
脇
村
に
吉
静
穏
に
就
き
て

七



水
稲
の
新
穏
育
成
特
に
宵
刺
殺
に
就
き
て

七

印
・
凶
卓
也

2
2
一

M
S
一

同

-cao

日
間
・
印

H
O

∞・(
5
0

]
「
也
吋
∞

臼
同
・
由

ω

。

前
表
の
相
乗
積
に
よ
れ
ば
吉
紳
二
競
稲
は
最
も
大
粒
に
し
て
紳
カ
之
に
次

rs
紳
力
の
数
字
の
大
な
る
は
其
長
さ
小

な
る
割
合
に
幅
及
厚
き
の
毅
字
の
大
な
る
こ
芭
に
よ
る
。
ま
た
吉
備
穂
の
数
字
の
小
な
る
は
其
長
さ
は
比
較
的
大
な
れ

ザ
」
幅
及
厚
さ
の
小
な
る
に
よ
る
。
却
も
紳
カ
は
丸
裂
な
る
に
反
し
吉
備
穂
の
長
型
な
る
こ
さ
を
示
す
の
で
あ
る
。

吉
紳
一
読
及
二
競
稀
ば
吉
備
穂
に
類
似
し
長
型
に
し
て
三
競
稀
は
紳
カ
に
近
か
く
し
て
丸
型
T
あ
る
。
而
し
て
玄
米

の
品
質
は
一
蛾
純
最
も
優
れ
ニ
競
稲
之
に
究
「
。

成
育
中
の
調
査
に
よ
れ
ば
出
穂
期
は
九
月
入
日
よ
り
十
目
、
完
熟
期
は
十
月
三
十
日
よ
り
十
一
月
三
日
頃
に
て
紳
カ

ど
大
差
な
し
q

植
物
は
第
二
表
に
示
せ
る
如
〈
株
揃
、
穂
揃
よ
〈
且
つ
稗
強
硬
な
る
矯
風
害
を
蒙
る
憂
へ
少
な
し
。
叉

病
轟
害
に
劃
す
る
抵
杭
牲
も
比
較
的
強
〈
大
正
十
四
年
度
に
は
紳
カ
は
稲
熱
病
の
被
害
令
蒙
b
し
は
吉
紳
稀
は
葉
被
害

少
な
〈
、
叉
大
正
十
五
年
度
に
は
紳
カ
は
蝶
識
の
被
害
を
蒙
b
其
成
育
晩
期
に
浮
慶
子
の
接
生
多
か

b
し
錦
之
が
被
害

を
受
付
多
〈
は
倒
伏
し
枇
を
生
じ
た
れ
ぎ
吉
紳
種
は
最
後
迄
順
調
な
成
育
を
遂
げ
た
る
こ
ど
を
見
れ
ば
病
轟
害
に
費
す



る
抵
抗
性
大
な
b
ご
縛
す
る
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

四

吉
神
種
の
生
産
力
調
査

同

一
沸

一
S

J

一

誠
剖
一

湾
、
一

白
・
凶
由
回
一

回
・
∞
臼
由
一

。d
p
A

一

t
L
Cも
戸

高
等
宵
稀
法
第
三
年
目
又
は
三
年
目
以
後
の
作
業
で
あ
る
生
産
カ
調
査
は
前
年
度
に
系
統
特
性
調
査
に
於
て
優
良
吉

認
め
た
る
も
の
を
普
通
栽
培
法
に
準
じ
て
繁
殖
す
る
の
で
あ
る
が
土
質
、
其
他
の
僚
件
に
偏
傾
な
か
ら
し
む
る
混
一
一
也

を
ば
十
五
坪
宛
ご
な
し
一
系
統
を
五
原
以
上
に
繁
殖
し
其
平
均
を
求
め
て
標
準
直
ご
の
比
較
全
行
ふ
の
で
あ
る
。
大
正

十
一
年
よ
り
同
十
四
年
迄
四
ヶ
年
間
の
生
産
力
調
査
を
示
せ
ば
第
四
表
の
如
し
で
あ
る
。
但
し
数
字
は
一
系
統
一
極
の

面
積
を
十
五
坪
ご
し
五
匿
の
平
均
数
を
以
っ
て
段
嘗
に
換
算
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
普
通
紳
カ
ご
は
岡
山
膝
農
事
試
験
場

よ
h
分
譲
を
受
り
た
る
紳
カ
種
に
て
之
を
標
準
ご
な
す
。

部

叫

州

陶

同

法

則

沼

山

町

③

湾

時

』

再

剛

(
片
岡
↓
l
骨
l
片
岡
↓
E
h明
)

困
問
、
J

一

周
一

姉
E

一
一
回
臼
】
・
由
。

一
回
申
叶
・
叶
由

一
回
∞
由
・
由
凶

~ 
日
∞
∞
・

H
O

臼
臼
叶
・
同
国

臼
悼
∞
・
申
。

国

防空司③岩場
〈湖〉

古ll'~ 当時!2::士婁涜〉ト
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4主~~
~ s; ~ 

氷
制
帽
の
幅
朝
時
間
育
成
特
に
吉
紳
績
に
就
き
て
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U
M戸

旬・
M
M叶

印
串
∞
凶

持論8争幹事z
~tii) 
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誌忌忌
o ... ~ 

神悌δ減対
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骨

抽
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凶

陣

橋

駅
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幽
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同
旋
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涛

作
唱
団
円

一
七
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水
稲
の
新
種
育
成
特
に
古
紳
積
に
就
き
て

一
・
也
大

種
固
に
於
げ
る
段
嘗
般
量
の
卒
均
を
示
せ
ば
衣
の
如
し
で
あ
る
。

石
ニ
・
七
九
六

大
原
紳
カ
四
競

大
原
吉
備
砲
一
一
概

一一・五
O
一

大
原
吉
紳
三
種
平
均

一
了
九
三
四

旭

紳

カ

一
一
・
八
二
七

採
積
固
に
於
け
る
牧
量
も
亦
吉
紳
穂
は
最
も
多
い
の
で
ゐ
る
。
旭
紳
カ
積
は
近
年
岡
山
牒
南
部
地
方
に
盛
ん
に
栽
培

せ
ら
る
、
通
牧
量
多
き
品
種
な
れ
ば
此
監
に
比
較
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

.ι. 
.J、

吉
紳
種
の
配
布
放
況
ご
農
家
の
批
評

大
正
十
一
年
度
比
僅
か
に
一
斗
僚
の
籾
絡
を
騒
下
児
島
郡
地
方
氏
分
譲
せ
し
乙
ご
が
吉
紳
種
配
布
の
嘱
矢
で
あ
る
が

其
後
年
々
一
数
量
を
増
加
し
大
正
十
四
年
度
の
吉
紳
種
配
布
籾
稀
は
拾
有
五
石
を
突
破
し
、
更
に
大
正
十
五
年
度
の
申
込

量
は
ニ
拾
除
石
に
蓬
し
て
ゐ
る
。
其
主
な
る
配
布
先
は
牒
内
で
は
都
窪
郡
、
児
島
郡
、
吉
備
郡
等
を
筆
頭
に
久
米
郡
、

、
英
田
郡
等
の
山
間
部
に
も
多
量
に
配
布
し
た
。
脹
外
に
於
て
は
大
阪
、
京
都
二
府
を
始
め
、
兵
阜
、
庚
島
、
香
川
、
愛

媛
、
奈
良
、
愛
知
の
諸
膝
遠
(
は
朝
鮮
地
方
に
迄
も
配
布
し
た
。
而
し
て
大
正
十
一
年
以
降
吉
紳
籾
積
配
布
量
の
総
計

は
賓
印
四
拾
除
石
に
及
ん
で
ゐ
る
。
故
に
其
栽
培
面
積
は
少
(
も
百
五
拾
町
歩
を
下
ら
ぬ
誇
で
あ
る
。
農
家
の
吉
紳
積



に
脅
す
る
批
評
は
籾
積
の
配
布
放
出
を
以
っ
て
推
し
て
知
る
ぺ
し
で
あ
る
が
都
窪
郡
倉
教
町
農
曾
の
大
正
十
四
年
度
民

吉
神
精
奨
励
の
錦
農
家
に
配
布
せ
し
印
刷
物
を
其
催
に
示
き
ば
究
の
如
し
で
あ
る
。
(
倉
敷
町
農
曾
卒
松
高
欝
太
氏
に
よ

氷
紛
の
新
種
育
成
特
に
吉
紳
穏
に
就
き
て

一
七
七

る

稲
の
品
種
を
定
め
る
上
の
注
意

本
年
は
土
用
の
天
候
不
良
三
、
九
月
十
月
、
稲
成
育
期
皐
越
の
錦
穂
首
及
節
稲
熱
病
の
被
害
に
擢
ち
各
地
共
品
積

は
何
ま
し
で
も
稲
熱
病
に
強
い
も
の
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
ご
言
ふ
聾
が
高
〈
な
っ
て
来
た
。
斯
様
に
近
年
盤
な
天
候

に
脅
か
さ
れ
て
は
何
Z
し
で
も
迷
ふ
の
は
品
輔
の
選
定
で
あ
る
。
時
に
純
子
の
御
用
意
上
握
れ
乍
ら
所
見
を
遁
ぺ
て

皆
様
り
奉
考
に
供
し
ま
す
。

近
来
旭
神
カ
純
の
栽
培
が
康
ま
h
つ
、
ゐ
る
が
此
稲
は
米
質
よ
(
病
害
f

稲
熱
病
)
に
強
い
之
ご
は
一
一
般
に
認
め
ら

れ
て
ゐ
る
が
之
が
普
及
も
亦
賀
す
べ
き
で
あ
る
。
術
陰
れ
た
る
も
の
さ
し
て
吉
備
紳
カ
楠
ゐ
る
ニ
ご
を
御
照
曾
致
し

ま
す
。

此
品
種
は
数
年
前
営
町
大
原
農
業
研
究
所
で
吉
備
穂
さ
紳
カ
ご
を
交
配
し
て
作

b
上
げ
た
る
も
の
で
、
熟
期
は
紳

カ
種
よ
b
一
ニ
四
日
早
(
.
株
張
b
は
旭
紳
カ
ど
一
脚
力
ご
の
中
間
で
稗
は
紳
力
位
で
米
質
は
旭
紳
カ
よ
b
も
一
等
上
に

て
一
本
線
の
も

ωで
あ
る
。
本
年
の
如
〈
稲
熱
病
費
生
多
き
年
に
も
被
害
な
〈
多
般
を
符
わ
い
応
も
の
で
あ
る
。

紳
カ
は
乗
ね
て
御
承
知
の
如
く
粘
質
壊
士
、
ヌ
は
壊
土
の
地
カ
良
き
聞
に
栽
培
す
れ
ば
最
も
多
牧
穫
を
得
る
稲
な
、



水
稲
の
新
穆
育
成
特
に
吉
静
穏
に
続
き
て

一
七
八

れ
d
E
ち
米
質
の
勤
、
及
病
害
の
勤
に
つ
き
前
二
者
に
遜
色
あ
り
。
而
し
抵
年
原
種
ご
し
て
配
布
さ
れ
つ
》
あ
る
改
良

紳
カ
八
十
五
境
朝
日
種
の
如

c病
害
に
強
〈
は
な
い
が
日
の
出
穂
芝
大
差
な
い
位
で
あ
る
か
ら
大
丈
夫
で
あ
る
。
以

上
三
橋
に
付
本
曾
が
品
積
試
験
を
行
っ
た
結
果
は
次
の
如
き
で
あ

b
ま
す
d

叫

町

議

審

法

首

雲

ミま

瀦
同
叫
州

ゆ
津
島
鴻
柿
崎
町
別
部
見
毎
回
押
敵

「「17
515創，~

沙
問
，
寸
川
刷
新

ω 
区制

‘持

臼

-cu
∞

日・印日。

日・
0
印
勘

ω・
叶
凶
∞

U
-
H
。。

臼
・
臼
】
臼

以
上
の
如
ぐ
排
水
可
良
な
る
砂
質
壊
士
、
壌
土
地
に
安
全
耗
度
の
施
肥
に
よ
b
栽
培
し
た
る
品
積
試
験
成
績
に
よ

れ
ば
平
年
に
於
て
は
旭
紳
カ
、
吉
備
紳
カ
よ
b
は
股
量
幾
品
川
少
な
き
も
本
年
の
如
(
稲
熱
病
の
按
生
多
き
年
に
限
b

旭
紳
カ
積
の
股
量
多
き
こ
芝
、
な
る
。
而
し
吉
備
紳
カ
種
は
常
に
牧
量
多
ぐ
米
質
良
き
品
種
に
て
最
良
の
も
の
ご
信

ゃ
。
故
に
旭
紳
力
の
み
に
偏
せ
守
品
種
の
特
徴
を
考
へ
遁
嘗
に
実
配
栽
培
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
云
々
、

猶
平
松
氏
は
斯
の
如
〈
吉
紳
種
を
奨
励
し
如
上
の
印
制
物
を
配
布
し
農
家
よ
り
吉
紳
籾
種
の
申
込
を
募
・
0
倉
敷
町
に



三
石
像
の
籾
積
を
awも
て
農
家
に
栽
培
せ
し
め
た
が
大
正
十
五
年
度
に
於
げ
る
牧
量
は
左
の
如
し
で
め
っ
た
ご
言
ふ
。

品

積

名

段
賞
新
遇
制
悼
の
重
量

貫

一
四
五
、
九
二

O

段
宮f

-支

がき
九枚
~ :Jl: 

吉

紳

紳

カ

一一一七、
O
七
二

二
、
六
O
五

旭

三
二
J
ハ
0
0

二
、
五
七
入

紳

カ

台
紳
多
枚
穫
砥

一五一一一、四
O
六

=
一
‘
一
凶
五

其
他
吉
紳
種
の
栽
培
成
績
の
報
告
あ
れ
ざ
如
上
倉
難
町
農
曾
の
鯛
査
成
績
芭
大
同
小
異
な
れ
ば
省
略
す
。

来吉

論

七

以
上
越
A

へ
た
る
如

f
吉
紳
種
は
大
原
吉
備
穂
に
大
原
紳
カ
を
交
配
し
て
得
た
る
純
系
新
種
に
し
て
、
其
母
本
の
特
性

に
於
て
も
叉
系
統
特
性
に
於
て
も
吉
備
穂
、
紳
カ
爾
積
の
優
駄
を
有
し
、
病
最
害
に
劃
す
る
抵
抗
性
強
き
錦
牧
量
は
紳

カ
に
優
る
ご
も
劣
る
こ
ど
な
〈
粒
形
は
吉
備
穂
型
に
て
(
ニ
続
穂
は
特
に
大
粒
で
あ
る
)
米
質
良
好
に
て
産
米
機
査
に
際

L
て
は
常
に
検
査
員
に
賞
讃
せ
ら
る
》
の
で
あ
る
。
従
っ
て
玄
米
を
ば
寅
買
す
る
に
嘗
り

τも
他
um
積
よ
b
優
良
な
る

地
位
を
占
め
得
る
の
で
あ
る
。

予
は
吉
紳
積
を
し
て
未
だ
類
例
を
見

g
る
理
想
に
近
か
き
優
良
品
腕
ご
し
て
之
が
推
奨
す
る
乙
ご
に
客
な
ら
ぬ
の
で

ホ
開
制
の
新
種
育
成
特
に
育
制
縄
に
就
き
て

-
七
九



水
稲
の
新
積
育
成
特
に
台
紳
種
に
続
也
て

一入。

あ
る
が
、
元
来
品
種
な
る
も
の
は
気
候
土
質
に
遁
否
ゐ
b
、
叉
其
年
の
天
候
如
何
は
牧
量
に
及
ぽ
す
影
響
は
甚
だ
大
な

る
も
の
で
あ
る
。
故
に
経
費
的
に
保
誼
附
け
る
の
で
は
な
い
。
勿
論
如
上
の
特
性
及
牧
量
等
は
倉
敷
地
方
の
成
績
な
れ

ぱ
吉
紳
種
を
ば
他
府
騒
に
栽
培
し
た
る
結
果
を
直
ち
に
嘗
て
犠
め
得
5
る
の
み
か
猶
一
歩
範
閣
を
峡
め
て
岡
山
膝
下
に

て
も
北
部
山
間
地
方
に
て
良
結
果
を
得
る
や
否
や
す
ら
も
疑
問
で
あ
る
。
き
れ
ば
吉
紳
種
の
優
良
性
を
ば
盲
目
的
に
是

認
し
一
時
に
大
而
積
の
栽
培
を
志
す
と
ご
は
暴
計
ご
言
は
な
り
れ
ば
な
ら
向
。
若
し
吉
紳
穏
に
劃
し
て
興
味
を
抱
か
ば

少
{
も
一
二
年
小
面
積
に
試
験
的
栽
培
を
行
以
、
其
地
方
の
気
候
土
質
に
劃
す
る
遁
否
を
検
し
又
一
面
品
種
の
特
性
を

熟
知
し
た
る
後
徐
み
に
栽
培
に
着
手
す
ぺ
き
で
あ
る
。

諾
し
吉
紳
種
を
栽
培
し
好
成
績
を
得
ら
れ
し
ご
雄
も
連
年
栽
培
を
な
す
聞
に
は
次
第
に
退
化
し
て
奮
の
特
性
を
失
ふ

も
の
な
れ
ば
遁
〈
古
色
三
年
を
経
過
す
れ
ば
新
た
に
純
系
種
を
取
寄
せ
る
様
努
め
な
げ
れ
ば
な
ら
向
。

予
は
吉
紳
の
汎
ね
(
栽
培
せ
ら
る
〉
こ
さ
を
切
望
す
る
さ
同
時
に
試
験
栽
培
を
行
以
し
結
果
よ
り
吉
紳
穂
の
特
性
に

.

劃
す
る
忌
悌
な
き
批
評
を
ば
待
つ
の
で
あ
る
。


